
小
笠
原
諸
島
が
平
成
23
年
６
月
に
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
今
年
で
５
周
年

に
な
り
ま
す
。

こ
の
５
年
間
、
父
島
で
は
外
来
種
の
プ

ラ
ナ
リ
ア
の
ま
ん
延
に
よ
り
固
有
種
の
陸

産
貝
類
（
カ
タ
ツ
ム
リ
の
仲
間
）
が
大
幅

に
減
少
し
た
り
、
兄
島
で
は
昆
虫
類
を
捕

食
し
て
し
ま
う
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
（
外

来
種
の
ト
カ
ゲ
）
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
る

な
ど
、
世
界
遺
産
の
価
値
を
脅
か
す
様
々

な
出
来
事
が
起
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
問
題
に
対
し
、
林
野
庁
、
環

境
省
、
東
京
都
、
小
笠
原
村
で
構
成
す
る

小
笠
原
諸
島
世
界
遺
産
事
務
局
で
は
、
外

来
種
駆
除
を
中
心
と
し
た
各
種
の
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
か
ら
は
「
行
政

が
無
人
島
で
何
を
や
っ
て
い
る
か
わ
か
ら

な
い
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
島
民
へ
の

丁
寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、

島
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
対
し
て
も
、

小
笠
原
の
自
然
と
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
う
機
会
の
提
供
な
ど
が
大

切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

で
は
、
学
校
と
連
携
し
、
生
徒
た
ち
に
国

有
林
内
で
外
来
植
物
の
駆
除
作
業
を
体
験

し
て
も
ら
い
、
森
林
生
態
系
の
保
全
に
関

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

11
月
４
日
に
は
、
都
立
小
笠
原
高
校
の

１
年
生
が
「
奉
仕
の
時
間
」
と
し
て
、
兄

島
で
過
去
に
当
セ
ン
タ
ー
が
外
来
植
物
の

モ
ク
マ
オ
ウ
を
駆
除
し
た
場
所
に
お
い
て
、

新
た
に
発
生
し
た
稚
樹
や
萌
芽
の
伐
採
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官

事
務
所
と
小
笠
原
村
役
場
環
境
課
と
も
協

力
し
、
駆
除
木
を
活
用
し
た
グ
リ
ー
ン
ア

ノ
ー
ル
の
捕
獲
用
資
材
の
製
作
や
、
「
将

来
の
小
笠
原
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
時
間
も
取
り
入
れ
ま
し

た
。

生
徒
た
ち
か
ら
は
「
自
然
を
守
る
に
は

僕
ら
若
い
世
代
の
力
が
必
要
だ
！
」
「
外

来
種
に
も
命
が
あ
る
。
駆
除
す
る
だ
け
で

は
な
く
利
用
し
て
あ
げ
る
べ
き
」
な
ど
、

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
多
角
的
な
視
点

か
ら
小
笠
原
の
自
然
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
こ
の
他
に
も
、
小
笠
原
中
学

校
を
対
象
に
父
島
の
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
ー
で
キ
バ
ン
ジ
ロ
ウ
の
駆
除
を
、
母
島

の
小
中
学
校
を
対
象
に
平
島
で
ジ
ュ
ズ
サ

ン
ゴ
の
駆
除
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

内
地
か
ら
も
、
東
京
農
業
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
の
活
動
や
、
筑
波
大
学
大
学
院
の
現

地
演
習
な
ど
を
受
入
れ
、
島
内
外
に
小
笠

原
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（５）平成２８年１１月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１４９号

世
界
遺
産
の
価
値
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

兄島の台地上、

過去の駆除地にモクマオウの稚樹が発生

国内希少種：

キノボリカタマイマイ

高校生が手鋸を使ってモクマオウを伐採

伐採後は、スタッフが切り株に萌芽を防ぐ除草

剤を塗布

高校での事前学習。「将来の小笠原」をテーマ

に、それぞれの夢や考えを発表してもらう


